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●●●編集後記
�是非ともすべての放射線科医に一読していただきたい貴重な 10 月号
が作成されました。今月号の特集テーマは，なんと現在注目度 No. 1 の

「AI（artificial intelligence）」です。山下康行先生に企画いただき，トッ
プランナーの先生方に分かりやすく説明いただきました。内容としては掲
載順に，中浦猛先生論文，木戸尚治先生論文で総論的な理解を進めた
うえで，矢野高宏先生論文で deep learning について勉強し，そして個別
のテーマに近い吉川健啓先生論文や青山正人先生論文と順に読み進
めば理解しやすい構成となっております。
�皆様の目にはこの AI はどのように写っているのでしょうか？　放射線科
医の強力な助っ人なのでしょうか？　それとも僕らの立場や職を奪う天敵の
ような存在なのでしょうか？
�その答えを得るにはまだ時間がかかりそうですが，少なくとも我々放射線
科医は，この AIと今後真剣に向き合う必要があることは間違いないでしょ
う。画像診断分野での開発応用に直接関わることができるのが一番です
が，それができなくても少なくとも常に情報を仕入れ，卓越した利用者，理
解者であり続けることが放射線科医には今後求められていきます。当面
職場において AI の日常臨床や医療への応用に中心的に関わり，管理す
るような役割を演じるのが放射線科医かもしれません。そのためにも我々は，
こうした雑誌の特集や講演会に目を光らせ，AI の強力な伝道師，power 
userを演じる必要がありそうです。
�さてAIの話ばかりしてしまいましたが，本号には三輪真嗣先生の骨軟部
腫瘤の総説も大変ユニークな内容です。初学者から楽しめる内容となっ
ております。また核医学系の研究論文 2 編，そして症例が 3 編，治療被
曝管理技術1編も示唆に富む内容で読み応えあります。また放射線治療
談話会記録も「希少がん」の放射線治療の updaterとしてきっとお役に
立つと思います。
�夏も過ぎ，涼しく過ごしやすい季節となりました。「臨放」片手に勉強の
秋です。
 栗原泰之
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